
 

 

 

   

 

 
  

(百万円未満切捨て) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 配当予想の当四半期における修正の有無 ： 有 

  

(％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率) 

 
(注) 連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 
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1. 平成22年３月期第２四半期の連結業績（平成21年４月１日～平成21年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年３月期第２四半期 11,529 △43.3 △692 - △588 - △546 -

21年３月期第２四半期 20,350 - 378 - 735 - 391 -

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年３月期第２四半期 △30 01 -
21年３月期第２四半期 21 50 -

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年３月期第２四半期 25,417 17,336 67.5 942 56

21年３月期 30,814 17,870 57.4 971 76

(参考) 自己資本 22年３月期第２四半期 17,164百万円 21年３月期 17,696百万円

2. 配当の状況

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年３月期 - 0 00 - 10 00 10 00

22年３月期 - 0 00

 年 月期(予想) - 0 00 - -

3. 平成22年３月期の連結業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,000 △43.8 △2,500 - △2,500 - △2,500 - △137 28
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  [(注) 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 

 
 ② 期末自己株式数 

 
 ③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 

 
  

１．業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の実績
は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

  

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

  [(注) 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成

のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

22年３月期第２四半期 18,220,000株 21年３月期 18,220,000株

22年３月期第２四半期 9,693株 21年３月期 9,580株

22年３月期第２四半期 18,210,358株 21年３月期第２四半期 18,210,884株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、一連の景気対策などで最悪期を脱しつつあるもの
の、依然厳しい状態が続いております。 
当社グループの主要顧客である自動車業界は、在庫調整の進展と自動車需要喚起策などにより生産台数
は増加するものの、いまだ本格回復には至っておらず、慎重な設備投資姿勢は崩しておりません。 
このような状況のもと、当社グループの第２四半期累計期間の売上高は115億２千９百万円と前年同四
半期と比べ88億２千１百万円（43.3％減）減収となりました。 
 営業損失は６億９千２百万円（前年同四半期は３億７千８百万円の営業利益）、経常損失は５億８千８
百万円（前年同四半期は７億３千５百万円の経常利益）、四半期純損失は５億４千６百万円（前年同四半
期は３億９千１百万円の四半期純利益）となりました。 

設備部門は、塗装設備納入等の減少により売上高は65億７千４百万円と前年同四半期と比べ56億６百
万円（46.0％減）減収、営業損失は１億円（前年同四半期は５億９千８百万円の営業利益）となりまし
た。 

自動車部品部門は、プリウス、アルファード等の内装部品およびクラウン等の外装部品の生産・販売
により売上高は49億５千５百万円と前年同四半期と比べ32億１千４百万円（39.3％減）減収、営業損失
は４億１千２百万円（前年同四半期は７百万円の営業損失）となりました。 

国内は、売上高は101億２千１百万円と前年同四半期と比べ78億６千万円（43.7％減）減収、営業損
失は５億４千９百万円（前年同四半期は６億３千８百万円の営業利益）となりました。 

アジアは、売上高は14億７千４百万円と前年同四半期と比べ12億５千１百万円（45.9％減）減収、営
業利益は３千９百万円（前年同四半期は４千万円の営業損失）となりました。 

売上高はありませんが、営業損失は２百万円（前年同四半期は７百万円の営業損失）となりました。
  

（１）資産、負債及び純資産の状況 
当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて17.5％減少し、254億１千７百万
円となりました。要因については次の通りであります。 
（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて29.8％減少し、114億８千３百万円となりました。これ
は、受取手形及び売掛金が43億２千万円、仕掛品が16億８百万円減少したことなどによります。 
固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.7％減少し、139億３千４百万円となりました。これは有
形固定資産が５億９千万円減少したことなどによります。 

  
（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて45.4％減少し、59億３千４百万円となりました。これは、
支払手形及び買掛金が40億２千万円減少したことなどによります。 
固定負債は、前連結会計年度末に比べて3.3％増加し、21億４千５百万円となりました。 
この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて37.6％減少し、80億８千万円となりました。 

  
（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて3.0％減少し、173億３千６百万円となりました。 
  
（２）キャッシュ・フローの状況 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、60億４千万円
となり、前連結会計年度末より10億４千４百万円（20.9％増）増加となりました。各キャッシュ・フロ
ーの状況は以下のとおりであります。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は21億６千８百万円（前年同四半期比36.7％減）となりました。これ
は主に、売上債権の減少額43億４千２百万円、たな卸資産の減少額16億７千万円、減価償却費７億９
千４百万円の増加要因と、仕入債務の減少額40億５千９百万円の減少要因の結果であります。 

  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は10億２千２百万円（前年同四半期比54.3％増）となりました。これ
は主に、有形固定資産取得による支出10億２千８百万円によるものであります。 

  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は１億８千９百万円（前年同四半期比48.3％減）となりました。これ
は主に、配当金支払による支出１億８千２百万円によるものであります。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

①事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
・設備部門

・自動車部品部門

②所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
・日本

・アジア

・その他

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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今後の我が国経済は、一連の景気対策などで最悪期を脱しつつあるものの依然厳しい状態が続き、当社
グループの主要顧客である自動車業界は、自動車需要喚起策などにより生産台数は増加するものの、いま
だ本格回復には至っておらず、慎重な設備投資姿勢が続くと予想されます。 
このような状況のもとで、当社グループは強固な企業体質の構築と将来の飛躍に向けた基盤作りに引き
続き取り組んでまいります。 
平成22年３月期の連結業績予想につきましては、連結売上高230億円、連結営業損失18億円、連結経常
損失16億円、連結当期純損失10億円に修正しております。 
また、平成22年３月期の個別業績予想につきましても、売上高200億円、営業損失19億円、経常損失15
億円、当期純損失９億円に修正しております。 
なお、詳細につきましては、本日公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ
い。 

  
  

該当事項はありません。 
  

 ①簡便な会計処理 
１ 一般債権の貸倒見積高の算定方法  
 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな
いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。
２ 棚卸資産の評価方法  
 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積
り、簿価切下げを行う方法によっております。 
３ 固定資産の減価償却費の算定方法  
 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっております。 
４ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差
異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理  
税金費用の計算  
 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引
前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に
は、法定実効税率を使用する方法によっております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示
しております。 

  

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 
請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事
契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基
準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より
適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗
部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価
比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 
 これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は307,781千円増加し、営業損失、経常損失及び
税金等調整前四半期純損失は13,182千円それぞれ減少しております。 
 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,354,023 5,314,861

受取手形及び売掛金 3,814,934 8,135,811

製品 37,122 20,456

仕掛品 327,758 1,936,543

原材料 307,268 372,315

その他 653,901 585,391

貸倒引当金 △11,738 △13,523

流動資産合計 11,483,269 16,351,857

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,882,665 2,993,396

土地 4,897,694 4,897,694

その他（純額） 3,468,508 3,947,977

有形固定資産合計 11,248,868 11,839,068

無形固定資産 137,421 155,674

投資その他の資産   

その他 2,575,347 2,495,158

貸倒引当金 △27,255 △27,470

投資その他の資産合計 2,548,091 2,467,688

固定資産合計 13,934,381 14,462,431

資産合計 25,417,651 30,814,288

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,574,163 7,594,312

未払法人税等 43,551 105,089

賞与引当金 458,240 515,866

役員賞与引当金 16,590 26,682

完成工事補償引当金 93,309 138,516

その他 1,748,864 2,486,210

流動負債合計 5,934,719 10,866,677

固定負債   

退職給付引当金 2,011,216 1,943,286

役員退職慰労引当金 55,675 80,647

負ののれん 15,025 17,022

その他 64,073 35,960

固定負債合計 2,145,989 2,076,916

負債合計 8,080,709 12,943,593
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